












〔緒言〕 

 小児期には不慮の事故が死亡原因の第 1 位を占めていることは周知の事実であり,早急

に実態を把握し対策を講ずる必要がある。しかし,その詳細については現在でも必ずしも十

分に検討がなされていない。そこで,今回,小児期における主要死亡原因である不慮の事故

について,死因統計につき検討を行い,不慮の事故が死因順位に占める位置,死亡数,死亡率,

割合等について調査を行い,その実態を明らかにし,今後の小児保健衛生等の政策に利用す

ることを目的に研究を行った。 


